
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

27年度決
算額［千
円］

28年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成29年度に取組む改革・改善内容

29年度予
算額［千
円］

1 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

児童総務事務に要する経費 幼児保育課
①保育認定を受けた子どもにおいて必要な助成を行う。
②必要な方に適正に助成行うため、リーフレットなどで周知
を行う必要がある。

12,456 10,183
6精査・検
証

①平成27年度より子ども・子育て支援新制度が開始され、
事務は適正に実施されているが、今後効率的な事務の実
施が必要である。
②子ども・子育て支援新制度に基づく実費徴収の助成金事
業について、適正に実施していく。

5,122

2 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

民間保育所等の補助に要する経費 幼児保育課 　　

①民間保育所等の運営等に補助を行う。
②保育需要の増大から、保育の質を確保しながら、積極的
な受け入れを働きかけ、待機児童の解消を図る必要があ
る。

129,991 152,972 7拡充
①様々な保育需要に対応し、質の向上を図る必要がある。
②待機児童解消の対応策の一つとして、保育士の確保、処
遇改善を図るための補助を充実する必要がある。

253,238

3 一般 3 2 1
131豊かな人間性を
育む幼児教育の充
実

私立幼稚園等に要する経費 幼児保育課 　　
①幼稚園保育料及び運営費に関する補助を行う。
②私立幼稚園への市単独補助分については、妥当性につ
いて検討していく必要がある。

283,970 274,666
6精査・検
証

①市の単独補助分の妥当性については、絶えず検証してい
く必要がある。
②市の単独補助分の妥当性について引き続き検討を行う。

303,491

4 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

病児保育に要する経費 幼児保育課 　　

①病気の回復期にあるが、集団保育で受け入れられない児
童を病院内にて保育する。
②利用ニーズのある病児保育を実施し、子育て支援の充実
を図る必要がある。

7,225 7,225
6精査・検
証

①「鎌ケ谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、病
後児保育のみではなく、病児保育を実施していく必要がある
ため。
②病児保育について、実施医療機関と調整を進める。

9,549

5 一般 3 2 1
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

民間保育所整備助成事業 幼児保育課 ○ ○

①待機児童解消のため、民間保育所を誘致し、保育所の整
備に必要な助成を行う。
②保育需要の増大に対応するため、民間保育所の整備を
進め、待機児童の解消を図る必要がある。

172,623 14 7拡充

①平成29年4月待機児童ゼロを達成することができたが、継
続して待機児童解消を図るため民間保育所の整備が必要
である。
②高まる保育需要に対応するため、引き続き民間保育所の
誘致を進める必要がある。

230,742

6 一般 3 2 2
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

地域型保育整備助成事業 幼児保育課 ○ ○

①待機児童解消を図るため、地域型保育事業1施設を公募
により整備し、改修費等の助成を行う。
②3歳未満児の保育需要が高く、利用申込みが増加してい
るため、さらなる地域型保育事業の整備が必要である。

176,845 246,173 7拡充
①待機児童解消のため、需要の高い3歳未満児を対象とす
る地域型保育事業を整備する必要がある。
②平成29年度以降も、地域型保育事業を整備する。

48,014

7 一般 3 2 2
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

施設型給付に要する経費 幼児保育課

①公立保育園以外の保育所に入園している児童の給付費
を支払う。
②保育需要の増大から、積極的な入所を働きかけ、待機児
童の解消を図る必要がある。

541,563 652,322 7拡充
①今後も増加する保育需要に対応する必要がある。
②民間保育所に入所している児童に係る給付費の支払い
をしていく。

746,810

8 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

保育園総務事務に要する経費 幼児保育課 　　
①保育園の運営に係る事務について、システムの運用によ
り適正な事務を行う。
②保育料システムを改善し、適正な管理を行う必要がある。

1,987 2,028
6精査・検
証

①新制度開始に伴う保育料システムの変更については適
切に実施されたが、より効果的なシステムの改善が必要で
ある。
②引き続きシステムの改善を行い、適正な支給認定事務、
保育料関係事務等を行う。

1,864
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うち多
額の
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29年度予
算額［千
円］

9 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

市立保育園の管理運営に要する経費 幼児保育課 ○ 　　

①市立保育園が良好な保育環境を維持できるよう管理運営
を行う。
②保育需要の増大から、積極的な入所を働きかけ、待機児
童の解消を図る必要がある。

342,622 319,550
6精査・検
証

①市立保育園の効率的な管理運営方法については、絶え
ず検討する必要がある。
②効率的な管理運営方法について、費用対効果も含め、引
き続き検討を行う。

386,327

10 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

中高齢者交流保育事業に要する経費 幼児保育課 　　
①各市立保育園に１名の中高齢者を保育士を補助する職
員として配置する。
②中高齢者の活用方法について検討を行う。

1,500 1,478
6精査・検
証

①中高齢者の持つ知識や経験を保育園の運営に活用する
方法について検証する必要がある。
②引き続き、園や園児への影響を検証する。

1,669

11 一般 3 2 4
113健やかに子ども
が育つ児童福祉の
推進

保育園改修事業 幼児保育課 ○ ○

①市立保育園が良好な保育環境を維持できるよう施設の改
修を行う。
②工事単価の高騰、施設老朽化に伴う実施計画外の緊急
対策

15,584 67,303
6精査・検
証

①市立保育園の改修については、絶えず検討する必要が
ある。
②第４実施計画に基づき事業を執行する。他園での工事を
参考に工期の縮減、コストダウンを行う。

31,881


